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定置用燃料電池システムにおける発電２万時間の達成について 
 
 
１．当社（本社：東京都港区虎ノ門二丁目，社長：松下功夫）は，財団法人新エネルギー財団が

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構から助成を受けて実施する「定置用燃料電

池大規模実証事業」に２００５年度から参画し，これまでに定置用燃料電池システム「ＪＯＭ

Ｏ ＥＣＯＣＵＢＥ」を１０４台設置しております。このたび，このうちの２台が発電２万時間

を達成いたしました。 

 
２．今回，

，一般家庭に設置した同社製の燃料電池システムにおいて初めてのこ

とになります。 

３．運転２万時間を達成した「ＪＯＭＯ ＥＣＯＣＵＢＥ」の仕様は次のとおりです。 

※LHV

発電２万時間を達成したのは，当社が２００５年度に設置した東芝燃料電池システム

株式会社製の２台です。当該機は主要部品を交換することなく発電２万時間（発電量約８,４０

０kWh）を達成したもので

 

（１）定格発電容量：７００Ｗ 

（２）定格発電効率：３３％以上（ＬＨＶ） : Lower Heating Value(低位発熱量)の略。 

（４）サ  イ  ズ：（本  

 

 

（６）燃    料：ＬＰガス 

．なお，当社は，本年度も燃料電池システム４０台分の助成金交付の決定を受けております。 

 
以 上 

添付資料】「ＪＯＭＯ ＥＣＯＣＵＢＥ」（写真） 
 

（３）定格総合効率：８３％以上（ＬＨＶ） 

体）Ｈ ８８５×Ｗ ８７０× Ｄ ４００（ｍｍ）

（貯湯槽）２００リットル

（５）重    量：（本 体）１７０ｋｇ

 

４

 
【

お問い合わせ先 

総務人事部(広報担当)【高田，松下】 

TEL：03(5573)6100 FAX：03(5573)6784 

E-mail：a083@j-energy.co.jp 
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「ＪＯＭＯ ＥＣＯＣＵＢＥ」 
（運転２万時間を達成した「ＪＯＭＯ ＥＣＯＣＵＢＥ」と同型機） 

 
 

 

 




